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リブランディングの背景と目的

次の 100 年に向けて北野病院の価値をさらに高めるために

人の和で、未来を創る。

�

北野病院はこれまで、地域の中核病院として信頼と実績を積み重ねてきました。
しかし外部調査では、最先端医療やホスピタリティといった強みが十分に認識
されていないことが明らかとなり、また、院内アンケートやワークショップに
よって、「人材育成」「働きがい」への課題意識も見えてきました。
こうした状況を踏まえ、病院としての姿勢を改めて整理し、「人の和で、未来
を創る。」というブランドメッセージを策定しました。このメッセージを広く
内外に発信し、次の 100 年に向けて北野病院の価値をより一貫して届けていく
ことを目的に、ビジュアル・アイデンティティ（VI）を刷新するに至りました。

リブランディングによるビジュアル価値の向上
今回の VI刷新は、単なるロゴ変更ではありません。リブランディングの一環と
して、シンボルマーク・ロゴタイプ・ブランドカラーを一体的に見直し、北野
病院が大切にする 5 つの提供価値を視覚的に体現するものです。従来のロゴの
アイデンティティを尊重しつつ、より洗練され、普遍性と親しみやすさを兼ね
備えたデザインへ進化させました。
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新しいシンボルマーク（図形部分）

�

従来のシンボルマーク

従来のシンボルマークが持つアイデンティティを尊重しつつ、配置とバランス
を再設計しました。円の中心と「k」の位置のわずかなずれを修正し、全体を
黄金比に基づいて構成することで、安定感と普遍性を強化しています。これに
より視認性と存在感を高め、次の 100 年も安心して使い続けられるデザインと
しました。伝統ある「北野ブルー」を継承しながらも、より明るく前向きな印
象を与え、地域に根ざしつつ最先端医療を提供する姿勢を象徴しています。



従来のロゴタイプ

公益財団法人田附興風会
医学研究所北野病院
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新しいロゴタイプ（文字部分）

�

従来はロゴタイプの設定がなく、シンボルマークのそばに「医学研究所北野病院」
や「公益財団法人田附興風会 医学研究所北野病院」などの名称をその都度掲載
していました。今回の刷新では、名称表記を統一し、視覚的な一貫性を持たせる
ためにロゴタイプを新たに設計しました。

「KITANO」という表記を採用することで、患者や地域の皆さまに親しみやすく、
グローバルにも通じる表現としました。特に「ｉ」を小文字にし、人をかたどっ
たモチーフを加えることで、人を中心に据えた病院の姿勢を明確化しています。
のびやかに立ち上がる「ｉ」は、未来に向かって歩む躍動感を示し、職員・地域・
患者とのつながりを象徴します。シンプルかつ洗練されたロゴタイプは、永続的
信頼や医療人材力といった北野病院の提供価値を表す視覚的基盤となります。



従来のブランドカラー

CMYK：C70 Y20 RGB：R27 G184 B206

医学研究所北野病院 シンボルマーク・ロゴタイプ レギュレーション

新しいブランドカラー

�

ベースとなる「北野ブルー」は、従来色を基調にしつつ、明度を高めて清潔感
と先進性を強調しました。ブルーは「冷静さ」「正確さ」を示すとともに、「チー
ム力」「安心感」を感じさせる色調へと進化しています。さらに、ロゴタイプ
の「i」には 100周年記念で用いたゴールドをアクセントカラーとして採用し、「暖
かさ」「力強さ」「優しさ」を象徴させました。これにより、北野病院が掲げる
５つの提供価値（地域貢献・最先端医療・医療人材力・永続的信頼・ホスピタ
リティ）を調和的に体現しています。



② 使用する際のルール（基本形）
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最小サイズ設定ついて

カラー設定

この大きさ以上に小さくするとロゴが視認が難しくなります。
設定の大きさより小さくならない様に気をつけてください。

基本形

30mm
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基本形（シンボルマーク ＋ ロゴタイプ）

�

CMYK：C70 Y20
RGB：R27 G184 B206

CMYK：C30 M40 Y65
RGB：R191 G157 B99
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アイソレーションについて
ロゴの識別性や独立性を保持するために、周囲に一定の余白（アイソレーション）を設定しています。

シンボルマークの 1/4 をaとする

aの余白を空けてください。

a

a

a

a

a 4a

a

a

a



最小サイズ設定ついて

カラー設定

この大きさ以上に小さくするとロゴが視認が難しくなります。
設定の大きさより小さくならない様に気をつけてください。

基本形
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基本形（シンボルマーク ＋ ロゴタイプ ＋ タグライン）

��

CMYK：C70 Y20
RGB：R27 G184 B206

CMYK：C30 M40 Y65
RGB：R191 G157 B99

40mm

タグラインは、シンボルマークとロゴタイプに対して、黄金比（1：1.618）の関係になるように配置しています。

人の和で、未来を創る。

人の和で、未来を創る。
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アイソレーションについて
ロゴの識別性や独立性を保持するために、周囲に一定の余白（アイソレーション）を設定しています。

シンボルマークの 1/4 をaとする

aの余白を空けてください。

a

a

a

a

a 4a

a a

a

人の和で、未来を創る。
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背景によって視認性が確保できない場合は、バリエーション 1.2 を使い分けてください。

��

バリエーション１

バリエーション 2

モノクロ使用の場合

カラー設定（モノクロ）

CMYK：K100
RGB：R0 G0 B0

CMYK：K100
RGB：R0 G0 B0

CMYK：K50
RGB：R128 G128 B128

人の和で、未来を創る。

人の和で、未来を創る。
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背景によって視認性が確保できない場合は、バリエーション 1.2 を使い分けてください。

��

バリエーション１

バリエーション 2

モノクロ（反転）の場合

カラー設定（モノクロ）

CMYK：K100
RGB：R0 G0 B0

CMYK：K100
RGB：R0 G0 B0

CMYK：K50
RGB：R128 G128 B128

人の和で、未来を創る。

人の和で、未来を創る。



③ 使用する際のルール（シンボルマーク単体）
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シンボルマークのみ使用時のアイソレーション
ロゴの識別性や独立性を保持するために、周囲に一定の余白（アイソレーション）を設定しています。

シンボルマークの 1/4 をaとする

aの余白を空けてください。

最小サイズ設定ついて
この大きさ以上に小さくするとロゴが視認が難しくなります。
設定の大きさより小さくならない様に気をつけてください。

a

a

a

a

a 4a

5mm

a

a

a

カラー設定

CMYK：C70 Y20
RGB：R27 G184 B206
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モノクロ（反転）の場合

モノクロ使用の場合

カラー設定（モノクロ）

CMYK：K100
RGB：R0 G0 B0

CMYK：K100
RGB：R0 G0 B0

カラー設定（モノクロ反転）

CMYK：K100
RGB：R0 G0 B0

CMYK：K100
RGB：R0 G0 B0
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使用する際のルール
ロゴの識別性や独立性を保持するために、使用時は以下について留意してください。

×シンボルマーク単体と病院名のセットは使用しない

医学研究所北野病院

医学研究所北野病院



④ その他、禁止表現
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禁止表現について

×斜体 ×回転

×同系色および視認性が確保できない
背景への配置禁止

×影、縁取りの追加

×長体

×平体

×色変更

ロゴの識別性や独立性を保持するために、以下のような表現は禁止です。

×オブジェクト移動

×ロゴマーク比率の変更


